
 

 

横浜市立大学小児科学教室 

2024 年 業績集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横浜市立大学小児科学教室 

  



 1 / 65 

【2024 年 Best Paper 受賞論文】 

英語論文部門 

 

【要旨】 

<序論> 

小児急性骨髄性白血病(Acute Myeloid Leukemia, AML)の患者は急性前骨髄球性白血病を除

くと 150 名程度であり、約 10%が寛解導入不応、約 30%が再発をきたしている。AML は様々

な染色体異常、遺伝子異常を背景に有するヘテロな疾患であり、染色体分染法（G-banding

法）などにより多くの症例で白血病細胞に特異的な転座、構造異常が認められる。これらの

異常は治療反応性や予後と相関することが知られており、リスクに応じた治療層別化や造

血幹細胞移植の適応決定のための重要な指標として利用されている。近年の治療法、支持療

法の進歩により、小児がん全体の治療成績は向上しつつあり、小児急性リンパ性白血病

(Acute Lymphoid Leukemia, ALL)の 5 年全生存率（Overall survival. OS）が 90%に達して

いる。一方で、小児 AML の 5 年 OS は 60%台であり、依然として再発難治症例の予後は不良

であることを考慮すると、治療成績はまだ不十分であると言わざるを得ない。難治性の小児

AML に対し、新規治療方針の開発は急務と考えられる。 

<実験材料と方法> 

AML の患者検体に対し Assay for Transposase-Accessible Chromatin using sequencing

（ATAC-seq）を行い、予後不良因子をもつ患者における特徴を解析した。日本小児白血病リ

ンパ腫研究グループ（JPLSG）の臨床研究、AML-05 研究に参加された 369 名の患者から得ら

れた検体を用い、定量的 PCR を行い、解析を行った。ヒト AML の細胞株である MOLM14 に

DOCK1 遺伝子を高発現させ、その薬剤感受性を解析した。 

<結果> 

AML 患者検体に ATAC-seq を行った結果、予後不良因子を持つ患者検体において、DOCK1 遺伝

子におけるオープン領域の増加が認められた。AML-05 研究に参加された 369 名の患者から

得られた検体に対し、DOCK1遺伝子の発現を測定したところ、132名が高発現であった。DOCK1

遺伝子低発現の患者と比較して、全生存率（OS, overall survival）及び無イベント生存率
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（EFS, event-free survival）はいずれも、高発現の患者が有意に低下していた（3 年 EFS: 

34% vs. 60%、P 値 < 0.001、3 年 OS: 60% vs. 80%、P 値 < 0.001）。また、DOCK1 遺伝子の

発現と、現在 AML における予後良好因子である RUNX1::RUNX1T1 融合遺伝子発現、bZIP CEBPA

遺伝子変異、NPM1 遺伝子変異とを組み合わせることで、OS をもとにして 3 群に層別化する

ことができ、DOCK1 遺伝子の発現を、新たに予後予測因子に加えることができると考えられ

た。（3 年 OS: favorable = 93%、medium = 67%、adverse = 47%、P 値 < 0.001）。 

 DOCK1 遺伝子の機能解析のため、ヒト AML の細胞株である MOLM14 に DOCK1 遺伝子を高発

現させた。DOCK1 遺伝子を高発現させた MOLM14（DOCK1/MOLM14）を用いて薬剤感受性試験を

行ったところ、シタラビンと DOCK1 阻害剤を併用することで、DOCK1 遺伝子を高発現させて

いない細胞株と比較して、DOCK1/MOLM14 では有意に細胞の生存率が低下した。 

<結語> 

今回の実験結果では、DOCK1 阻害剤は DOCK1 遺伝子が高発現している予後不良な AML 患者に

おいて、シタラビンや既存の抗がん剤の効果を増強させることができる可能性を示した。 
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Case report 部門 

 

【要旨】 

糸球体上皮細胞の多核化が診断に寄与した中間型シスチノーシスの一例． 

小形亜也子，出来沙織，内村 暢，稲葉 彩，大谷方子，伊藤秀一． 

 

＜緒言＞ 

シスチノーシスは全身にシスチンが蓄積し、腎障害や眼症状など様々な全身症状を呈する

稀な常染色体潜性遺伝のライソゾーム病である。シスチノーシスはシステアミン内服によ

る早期治療が予後を著明に改善するが、特に中間型では Fanconi 症候群などの典型的な所見

を呈さないため、しばしば診断に苦慮する。今回、腎病理所見における糸球体上皮細胞の多

核化が診断に寄与した 13 歳女児例を経験した。過去に報告した中間型シスチノーシスの症

例の病理所見と併せて報告する。 

＜症例＞ 

生来健康な 13 歳女児。学校検尿で蛋白尿を指摘され当院受診となった。身体所見上は異

常なく、尿検査で蛋白/クレアチニン＝0.6 の蛋白尿とβ2MG の軽度上昇を認めた。血液検

査では腎機能障害は認めなかった。蛋白尿が持続したため腎生検を施行したところ、糸球体

34 個中 15 個の糸球体上皮細胞の多核化を認めた。また、多核化細胞あたりの平均核数は 4.4

であった。病理所見からシスチノーシスを疑い眼科にて細隙灯顕微鏡検査を施行したとこ

ろ、特徴的な点状混濁を認めた。さらに、白血球中シスチン濃度測定で軽度上昇を認め、中

間型シスチノーシスの診断に至った。システアミン内服を開始し、2 年経過した現在も病状

の進行は認めていない。なお、過去に報告した症例においては糸球体 63 個中 25 個の糸球

体上皮細胞の多核化を認め、多核化細胞あたりの平均核数は 2.9 であった。 

＜結語＞ 

シスチノーシスは早期治療により予後を著明に改善しうるが、しばしば診断に苦慮する。

糸球体上皮細胞の多核化は本疾患に特異的であり、早期診断に寄与する重要な病理所見で

ある。 
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日本語論文部門 

 

【要旨】 

超音波検査は、小児科外来でも疾患の診断や治療方針決定に有用なツールである。 

小児の尿路感染症の診療でも超音波検査は有用な手段ではあるが、小児科医師と超音波検

査士の検査の正確性についての報告はこれまでにない。今回、藤沢市民病院で過去 5 年間に

診療した尿路感染症症例について、小児科医群と超音波検査士群の検者間誤差に関する観

察研究を行ったので報告する。 

両者の超音波検査の揃った計 72 症例に対し、各症例の臨床的特徴の他、検査項目（腎盂拡

大の有無や腎臓のサイズなど）について、小児科医群と超音波検査士群の違いを統計学的に

分析した. その結果, 小児科医群では超音波検査士群と比較して有意に検査項目が少なか

った。 

また、腎臓サイズの測定については Bland-Altman 分析を用いた検定を行い、小児科医は腎

臓サイズを小さく測定する傾向が示された。腎盂拡大の評価に関しては、SFU（the Society 

of Fetal Urology）分類の測定結果から算出される全一致率が低かった。 

本研究結果は、小児科医が小児外来で念頭に置くべき傾向が示され、小児科医による超音波

検査の正確性を改善する一助となる可能性がある。 
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同門会新人賞部門 

 

 

【要旨】 

症例は 15 歳女性。突然発症した意識障害を伴う不随意運動と腹痛のため当院に入院した。

不随意運動に対しては頭部 CT、脳波、神経伝導速度検査など各種検査を行ったが明らかな

原因は特定できず、解離性障害と診断して薬物治療を開始した。また、脂肪肝を認め、非ア

ルコール性脂肪性肝疾患（non-alcoholic fatty liver disease; NAFLD）として外来で栄養

指導を行っていたが、蛋白質や脂質の過剰摂取が続いていた。 

初診から 5 年が経過し、次第に具体的な食事内容から極端に蛋白質や脂質を好む食癖が明

らかとなり、シトリン欠損症が疑われた。遺伝子診断を行い確定診断に至った。 

解離性障害の症状と診断されていた不随意運動は成人発症Ⅱ型シトルリン血症（adult-

onset type 2 citrullinemia; CTLN2）による症状と考えられた。CTLN2 による高アンモニ

ア脳症が適切に治療されず，放置されれば脳浮腫をきたし死に至ることもある。NAFLD と異

なり低糖質・高蛋白・高脂肪食の食事指導が重要である。飲酒が CTLN2 の発症の引き金とな

ることもあり、小児の脂肪肝では、シトリン欠損症も鑑別に挙げ、飲酒機会がある成人に達

するまでに診断することが重要である。 
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【学位取得】 

井手健太郎：第1946号（甲） 

Perioperative risk factors for neurological impairment in infants with acute liver failure 

following liver transplantation. 

(乳児の急性肝不全における中枢神経後遺症に関する肝移植周術期のリスク因子の検討) 

 

窪田祥平：第 1716 号（乙） 

The clinical cross-reactivity and immunological cross-antigenicity of wheat and barley. 

（小麦と大麦の臨床的交差反応性ならびに免疫学的交差抗原性） 

 

服部成良：第 1712 号（乙） 

Characteristics of persistent arthritis with refractory Kawasaki disease; a single-center 

retrospective study. 

（川崎病に合併する遷延性関節炎の臨床像に関する研究） 
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【表彰】 

 

Kasai T: Trainee Abstract Award. Outcome of Fungemia Caused by Yeast in Children: 

Significance of Breakthrough Fungemia and Source Identification, IDWeek 2024. 

 

医学教育分野別評価検討ワーキンググループ；寺内康夫，稲森正彦，四宮和樹，高桑みづき，

梅村将就，西村謙一，日下部明彦，藤田浩司，藤原亮，廣瀬智威，飯田洋：令和 5 年度理事

長・学長表彰（教職協働・職員部門）．医学教育分野別評価受審の取組，横浜市立大学，2024． 

 

池田 梓：第 21 回こども医療センター優秀論文賞（黒木賞）．Genetic and clinical features 

of pediatric-onset hereditary spastic paralysis: a single-center study in Japan，神奈川県

立こども医療センター，2024． 

 

清水博之，川田智子，森 雅亮：第 56 回日本小児感染症学会ポスター賞．妊娠期梅毒患者

および出生児の非トレポネーマ脂質抗体（RPR）の比較，第 56 回日本小児感染症学会総会・

学術集会，2024． 

 

矢内貴憲：令和 6 年度発達科学研究教育奨励賞，公益財団法人発達科学研究教育センター，

2024． 

 

矢内貴憲：第 44 回日本川崎病学会・学術集会 優秀演題賞．母体血中重金属濃度と川崎病

との関連性：エコチル調査，第 44 回日本川崎病学会・学術集会，2024. 
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【原著論文】 

 

Ait Bamai Y, Miyashita C, Ikeda A, Yamazaki K, Kobayashi S, Itoh S, Saijo Y, Ito Y, 

Yoshioka E, Sato Y, Kishi R, Kamijima M, Yamazaki S, Ohya Y, Yaegashi N, Hashimoto 

K, Mori C, Ito S, Yamagata Z, Inadera H, Nakayama T, Sobue T, Shima M, Nakamura 

H, Suganuma N, Kusuhara K, Katoh T: Prenatal risk factors of indoor environment and 

incidence of childhood eczema in the Japan Environment and Children's Study. Environ 

Res, 252(Pt 2):118871, 2024. doi:10.1016/j.envres.2024.118871. 

 

Akiyama M, Kamei K, Nishi K, Kaneda T, Inoki Y, Osaka K, Sato M, Ogura M, Ito S: 

Frequency and prognosis of peritoneal dialysis-associated peritonitis in children. Clin 

Exp Nephrol, 28(7):692-700, 2024. doi:10.1007/s10157-024-02482-x. 

 

Aoki T, Shiba N, Tsujimoto S, Yamato G, Hara Y, Kato S, Yoshida K, Ogawa S, Hayashi 

Y, Iwamoto S, Taki T, Shimada A, Iijima-Yamashita Y, Horibe K, Tawa A, Taga T, 

Adachi S, Tomizawa D: High IL2RA/CD25 expression is a prognostic stem cell biomarker 

for pediatric acute myeloid leukemia without a core-binding factor. Pediatr Blood Cancer, 

71(2):e30803, 2024. doi:10.1002/pbc.30803. 

 

Arai T, Kato I, Kawabata Y, Tsujimoto S, Ishikawa Y, Kato S, Takeyama M, Yamanaka 

S, Kohashi K, Oda Y, Fujii S: A Case of Myxoid Pleomorphic Liposarcoma with Rhabdoid 

Cells: A Diagnostic Pitfall. Int J Surg Pathol, 32(7):1339-1344, 2024. 

doi:10.1177/10668969241226695. 

 

Chida-Nagai A, Masaki N, Maeda K, Sasaki K, Sato H, Muneuchi J, Ochiai Y, Murayama 

H, Tahara M, Shiono A, Shinozuka A, Kono F, Machida D, Toyooka S, Sugimoto S, 

Nakamura K, Akagi S, Kondo M, Kasahara S, Kotani Y, Koizumi J, Oda K, Harada M, 

Nakajima D, Murata A, Nagata H, Yatsunami K, Kobayashi T, Matsunaga Y, Inoue T, 

Yamagishi H, Nakagawa N, Ohtani K, Yamamoto M, Ito Y, Hokosaki T, Kuwahara Y, 

Masutani S, Nomura K, Wada T, Sawada H, Abiko M, Takahashi T, Ishikawa Y, Okada 

S, Naitoh A, Toda T, Ando T, Masuzawa A, Hoshino S, Kawada M, Nomura Y, Ueno K, 

Ohashi N, Tachibana T, Cao Y, Ueda H, Yanagi S, Koide M, Mitsushita N, Higashi K, 

Minosaki Y, Hayashi T, Okamoto T, Kuraishi K, Ehara E, Ishida H, Horigome H, 

Murakami T, Takei K, Ishii T, Harada G, Hirata Y, Maeda J, Tatebe S, Ota C, Hayabuchi 

Y, Sakazaki H, Sasaki T, Hirono K, Suzuki S, Yasuda M, Takeda A, Sawada M, Miyaji K, 
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Kitagawa A, Nakai Y, Kakimoto N, Agematsu K, Manabe A, Saiki Y: Corrigendum: Use 

of the index of pulmonary vascular disease for predicting longterm outcome of pulmonary 

arterial hypertension associated with congenital heart disease. Front Cardiovasc Med, 

1:1369831, 2024. doi:10.3389/fcvm.2024.1369831. 

 

De Mutiis C, Wenderfer SE, Basu B, Bagga A, Orjuela A, Sar T, Aggarwal A, Jain A, 

Boyer O, Yap HK, Ito S, Ohnishi A, Iwata N, Kasapcopur O, Laurent A, Chan EY, 

Mastrangelo A, Ogura M, Shima Y, Rianthavorn P, Silva CA, Trindade V, Tullus K: 

Development of clinical and laboratory biomarkers in an international cohort of 428 

children with lupus nephritis. Pediatr Nephrol, 39(10):2959-2968, 2024. 

doi:10.1007/s00467-024-06405-6. 

 

Ebato T, Kishi T, Akamine K, Nozawa T, Imagawa T, Bando Y, Miyamae T: Evaluation 

of medication withdrawal in patients with non-systemic juvenile idiopathic arthritis in 

Japan using a web-based survey. Mod Rheumatol, 34(6):1231-1237, 2024. 

doi:10.1093/mr/roae016 

 

Fukui K, Ito Y, Kokubo M, Nakanishi H, Hirano S, Kusuda S, Ito S, Isayama T; Neonatal 

Research Network of Japan: Erythropoietin and retinopathy of prematurity: a 

retrospective cohort study in Japan, 2008-2018. J Perinatol, 44(6):886-891,2024. 

doi:10.1038/s41372-024-01929-z. 

 

Goto H, Kada A, Ogawa C, Nishiuchi R, Yamanaka J, Iguchi A, Nishi M, Sakaguchi K, 

Kumamoto T, Mochizuki S, Ueki H, Kosaka Y, Saito AM, Toyoda H: Treatment of 

relapsed acute lymphoblastic leukemia in children: an observational study of the Japan 

Children's Cancer Group. Int J Hematol, 120(5):631-638, 2024. doi:10.1007/s12185-024-

03838-5. 

 

Hangai M, Kawaguchi T, Takagi M, Matsuo K, Jeon S, Chiang CWK, Dewan AT, De 

Smith AJ, Imamura T, Okamoto Y, Saito AM, Deguchi T, Kubo M, Tanaka Y, Ayukawa Y, 

Hori T, Ohki K, Kiyokawa N, Inukai T, Arakawa Y, Mori M, Hasegawa D, Tomizawa D, 

Fukushima H, Yuza Y, Noguchi Y, Taneyama Y, Ota S, Goto H, Yanagimachi M, Keino D, 

Koike K, Toyama D, Nakazawa Y, Nakamura K, Moriwaki K, Sekinaka Y, Morita D, 

Hirabayashi S, Hosoya Y, Yoshimoto Y, Yoshihara H, Ozawa M, Kobayashi S, Morisaki 

N, Gyeltshen T, Takahashi O, Okada Y, Matsuda M, Tanaka T, Inazawa J, Takita J, 

Ishida Y, Ohara A, Metayer C, Wiemels JL, Ma X, Mizutani S, Koh K, Momozawa Y, 
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Horibe K, Matsuda F, Kato M, Manabe A, Urayama KY: Genome-wide assessment of 

genetic risk loci for childhood acute lymphoblastic leukemia in Japanese patients. 

Haematologica, 109(4):1247-1252, 2024. doi:10.3324/haematol.2023.282914. 

 

Hara K, Kuroki M, Shiraishi S, Matsumura S, Ito S, Kurasawa K, Arimoto A, Matsuzaki 

Y: Evaluation of planned number of children, the well-being of the couple and associated 

factors in a prospective cohort in Yokohama (HAMA study): study protocol. BMJ Open, 

14(2):e076557, 2024. doi:10.1136/bmjopen-2023-076557. 

 

Haraguchi S, Watanabe Y, Inami Y, Odaka M, Motoi H, Shiga K, Tanoshima R, Ito S: 

Differential diagnosis of posterior reversible encephalopathy syndrome and acyclovir 

neurotoxicity in children: A literature review of acyclovir neurotoxicity. Brain Dev Case 

Reports, 2(1):10007, 2024. doi:10.1016/j.bdcasr.2024.100007. 

 

Honda M, Inoue R, Nishiyama K, Ueda T, Komuro A, Amano H, Sugisawa R, Dash S, 

Shirakawa J, Okada H: Vgll2 as an integrative regulator of mitochondrial function and 

contractility specific to skeletal muscle. J Cell Physiol, 239(12):e31346, 2024. 

doi:10.1002/jcp.31436. 

 

Ikeda A, Tsuji M, Nagafuchi H, Kuroda Y, Kurosawa K, Goto T: Opportunistic infections 

associated with extremely low-dose adrenocorticotropic hormone therapy: Two cases of 

Legionella and Pneumocystis carinii pneumonia. Brain and Development Case Report, 

2(4):100046, 2024. doi:10.1016/j.bdcasr.2024.100046. 

 

Ikenaga C, Uchi R, Ishida F, Hirata M, Iwama K, Ina S, Tatsuno Y, Kemmotsu T, 

Shibasaki J, Ito S: Severe Early-Onset Vitamin K Deficiency Bleeding in a Neonate Born 

to a Mother with Crohn's Disease in Clinical Remission: A Case Report, AJP Rep, 

14(1):e1-e6, 2024. doi:10.1055/a-2219-5024. 

 

Ikenoue C, Matsui M, Inamine Y, Yoneoka D, Sugai M, Suzuki S; Antimicrobial-

Resistant Bacteria Research Group of Public Health Institutes (AMR-RG-PHI): The 

importance of meropenem resistance, rather than imipenem resistance, in defining 

carbapenem-resistant Enterobacterales for public health surveillance: an analysis of 

national population-based surveillance. BMC Infect Dis, 24(1):209, 2024. 

doi:10.1186/s12879-024-09107-4. 
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Ishida H, Tsujimoto SI, Hasegawa D, Sakaguchi H, Yamamoto S, Yanagimachi M, Koh 

K, Watanabe A, Hama A, Cho Y, Watanabe K, Noguchi M, Takeuchi M, Takita J, Washio 

K, Kato K, Koike T, Hashii Y, Tabuchi K, Hino M, Atsuta Y, Okamoto Y: Optimizing 

transplantation procedures through identification of prognostic factors in second 

remission for children with acute myeloid leukemia with no prior history of transplant. 

Haematologica, 109(1):312-317, 2024. doi:10.3324/haematol.2023.283203. 

 

Ishikawa T, Nishimura K, Okamoto N, Akamine A, Inoue N, Irabu H, Kato K, Keino H, 

Kojima M, Kubo H, Maruyama K, Mizuta M, Shabana K, Shimizu M, Sugita Y, 

Takakuwa Y, Takanashi S, Takase H, Umebayashi H, Umezawa N, Yamanishi S, 

Yamazaki K, Yashiro M, Yasumi T, Mori M: Efficacy and safety of tumor necrosis factor 

inhibitors for systemic juvenile idiopathic arthritis: a systematic review. Mod Rheumatol, 

35(1):174-184, 2024. doi:10.1093/mr/roae050. 

 

Ishitsuka K, Yamamoto-Hanada K, Mezawa H, Yang L, Saito-Abe M, Nishizato M, Sato 
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五十嵐大二，河合 駿，山本 嵩，正本雅人，中野裕介，渡辺重朗：高度房室ブロックをき

たした急性心筋炎での一時的ペーシングの終了時期の検討．第 60 回日本小児循環器学会総

会・学術集会，福岡，2024，7． 

 

池川 健，金 基成，川滝元良，井上史也，細川大地，榊真一郎，若宮卓也，小野 晋，柳 

貞光，上田秀明：胎児肺 MRI による総肺静脈還流異常症患者の周産期予後推定．日本胎児心

臓病学会第 30 回学術集会，東京，2024，2． 

 

池川 健，樽谷朋晃，井上史也，細川大地，榊真一郎，若宮卓也，小野 晋，柳 貞光，上

田秀明：重複大動脈弓の気管形態に基づく出生後の症状予測と手術適応評価．第 60 回日本

小児循環器学会総会・学術集会，福岡，2024，7． 

 

池川 環，森川翔太郎，長田華奈，池田 梓，露崎 悠，辻 恵，後藤知英：終日 TPPV 管

理を要する医療的ケア児の民間航空機搬送の一例．第 379 回日本小児科学会神奈川県地方

会，横浜，2024，3． 

 

池川 環，森川翔太郎，長田華奈，池田 梓，露崎 悠，辻 恵，山下純正，後藤知英，齋

藤洋子，黒澤健司，相田典子，田中水緒：当院における乳児神経軸索ジストロフィーの検討．

第 66 回日本小児神経学会学術集会，名古屋，2024，5． 

 

池田 梓，森川翔太郎，池川 環，長田華奈，露崎 悠，辻 恵，永渕弘之，黒澤健司，後

藤知英：低用量 ACTH 療法に伴う日和見感染症の 2 例：レジオネラ肺炎とニューモシスチス

カリニ肺炎．第 66 回日本小児神経学会学術集会，名古屋，2024，5． 

 

池田順治，國本博義，齋藤祐介，辻本信一，黒沢貴之，竹内正宣，三浦彩華，村上紘一，

加藤生真，菱木貴子，早川典代，松浦友美，多胡めぐみ，横山明彦，吉田健一，富澤大

輔，宮野 悟，多和昭雄，足立壮一，小川誠司，林 泰秀，柴 徳生，田村智彦，伊藤秀

一，中島秀明：急性骨髄性白血病において PRDM16 による代謝リプログラミングはシタラ

ビン耐性を誘導する．第 28 回造血器腫瘍研究会，滋賀，2024，1． 

 

池田順治，國本博義，齋藤祐介，辻本信一，村上紘一，加藤生真，菱木貴子，早川典代，

松浦友美，多胡めぐみ，横山明彦，富澤大輔，足立壮一，柴 徳生，田村智彦，中島秀
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明：急性骨髄性白血病において PRDM16 による代謝リプログラミングはシタラビン耐性を

誘導する．第 83 回日本癌学会学術集会，福岡，2024，9． 

 

池田順治，加登翔太，國本博義，齋藤祐介，赤羽弘資，三宅邦夫，匂坂麻衣子，伊藤美恵

子，後藤裕明，奥野友介，中村 航，吉富誠弘，竹内正宣，柴 徳生，伊藤秀一，中島秀

明，加藤元博，犬飼岳史，辻本信一：KMT2A::MLLT3 融合遺伝子、MECOM高発現、KRAS 変異

を有する高リスク AML 細胞株 YCU-AML2 の樹立．第 86 回日本血液学会学術集会，京都，

2024，10． 

 

池田順治，國本博義，齋藤祐介，辻本信一，村上紘一，加藤生真，菱木貴子，早川典代，

松浦友美，多胡めぐみ，横山明彦，富澤大輔，足立壮一，柴 徳生，田村智彦，中島秀

明：急性骨髄性白血病において PRDM16 による代謝リプログラミングはシタラビン耐性を

誘導する．第 66 回日本小児血液・がん学会学術集会，京都，2024，12． 

 

伊藤秀一，山城恒雄，藤崎晴彦，原 広司：小児救急医療の集約化政策と病院小児科の原価

計算に関する調査研究．第 127 回日本小児科学会学術集会，福岡，2024，4． 

 

伊藤秀一：川崎病の病態機序と病因論．第 127 回日本小児科学会学術集会，福岡，2024，4． 

 

伊藤秀一：不明熱より奥深い不明痛 小児四肢疼痛の鑑別診断．第 127 回日本小児科学会学

術集会，福岡，2024，4． 

 

伊藤秀一：ここまでわかったネフローゼ症候群-小児特発性ネフローゼ症候群診療はどう変

わる? -小児特発性ネフローゼ症候群の治療の進歩．第 59回日本小児腎臓病学会学術集会，

福岡，2024，6． 

 

伊藤秀一：Keynote Lecture「川崎病の原因論 疫学研究の観点から」．第 44 回日本川崎病学

会・学術集会（シンポジウム 3 病因論 座長/口演），東京，2024，10． 

 

稲葉 彩，佐々木惠吾，灘 大志，内村 暢，小池淳樹，山藤陽子，伊藤秀一：糸球体係

蹄への IgA 沈着が優位であった IgA 腎症の一例．第 89 回関東小児腎臓研究会，東京，

2024，3． 

 

稲葉 彩，内村 暢，灘 大志，佐々木惠吾，出来沙織，冨樫勇人，伊藤秀一：当院で導

入した腹膜透析患者の経過のまとめ．第 59 回日本小児腎臓病学会学術総会，福岡，

2024，6． 
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伊波勇輝，羽場崎由梨奈，南澤有紀，佐藤睦美，本井宏尚，渡辺好宏，緒方英紀，磯部紀子：

治療に難渋した抗 Neurofascin(NF)155 抗体陽性ノドパチーの一例．第 66 回日本小児神経

学会学術集会，名古屋，2024，5． 

 

井上 華，田代倫子，横山詩子：Prostaglandin E2 receptor 4-mediated TRPV4 upregulation 

may be involved in RANTES production in abdominal aortic aneurysm．第 101 回日本生

理学会大会，北九州，2024，3． 

 

井上 華，田代倫子，横山詩子：TRPV4 シグナルは腹部大動脈瘤における RANTES 産生を増

強する．第 56 回日本結合組織学会学術大会，つくば，2024，6． 

 

井上 華，田代倫子，帯包妃代，長尾俊孝，横山詩子：腹部大動脈瘤におけるメカニカルス

トレス感受性 TRPV4 チャネルを介する炎症シグナル．CVMW2024 心血管代謝週間（座長/審査

員），東京，2024，12． 

 

市川泰広，五十嵐大二，落合雄介，河合 駿，中野裕介，岩本眞理，渡辺重朗：当院におけ

る先天性 QT 延長症候群における内服薬使用状況．第 60 回日本小児循環器学会総会・学術

集会，福岡，2024，7． 

 

市川ゆうな，川田智子，齋藤記子，治武節子，池田知子，仲田真弓，荒井 博，清水博之：

当院における FilmArray®髄膜炎･脳炎パネルの使用経験と導入効果．第 33 回神奈川県臨床

検査医学会大会，横浜，2024，6． 

 

市川竜太：眼窩蜂窩織炎に膿瘍を合併し外科的介入を要した 2 例．第 381 回日本小児科学

会神奈川県地方会，横浜，2024，9． 

 

上ノ町優志，北尾牧子，沼沢慶太，南澤有紀，佐々木惠吾，伊波勇輝，灘 大志，本井宏尚，

内村 暢，渡辺好宏，稲葉 彩，志賀健太郎，伊藤秀一：思春期に過度な炭水化物摂取から

2 型糖尿病を発症した非肥満の 1 女児例．第 378 回日本小児科学会神奈川県地方会，横浜，

2024，2． 

 

上ノ町優志，溝口のぞみ，尾登 央，吉井沙織，中村久理子：診断に難渋した先天性十二指

腸狭窄症の一例．第 130 回横浜市東部小児科医会、第 18 回横浜市東部小児連携の会，横浜，

2024，7． 

 



 31 / 65 

内村 暢，佐々木惠吾，灘 大志，稲葉 彩，寺西淳一，伊藤秀一：当院における小児腎

移植 27 例の検討．第 59 回日本小児腎臓病学会学術総会，福岡，2024，6． 

 

江並龍之介，山口ダロン渓，大河内 慎，竹部麻美子，松沼まり，米井 萌，栗田大輔，池

川 環，小形亜也子，永嶋早織，斉藤千穂，鈴木徹臣，田中文子：胸痛から診断に至った巨

赤芽急性貧血の一例．第381回日本小児科学会神奈川県地方会，横浜，2024，9． 

 

大河内 慎，古川耕也，竹部麻美子，大谷春菜，米井 萌，川上兼堂，小形亜也子，正本

雅人，永嶋早織，齋藤千穂，鈴木徹臣，田中文子：感染を契機に血小板減少を繰り返し診

断に至った先天性TTPの一例．第378回日本小児科学会神奈川県地方会，横浜，2024，2． 

 

大嶋 明，江波戸孝輔，祖父江瑶子，金子雅紀，松村壮史，鹿間芳明，今川智之：リツキシ

マブからベリムマブに変更した抗プロトロンビン抗体陽性全身性エリテマトーデスの一例．

第 33 回日本小児リウマチ学会総会・学術集会，京都，2024，10． 

 

大杉康司：思春期 1型糖尿病患者における摂食障害の実態調査．第 58回小児インスリン治

療研究会，東京，2024，5． 

 

大杉康司，原 洋祐，倉田研児，荒木まり子，松田史佳，前田泰宏，明利聡瑠，虫本雄一，

松井克之，大津成之，菊池 透：思春期 1 型糖尿病患者における摂食障害の実態調査．第 67

回日本糖尿病学会年次学術集会，東京，2024，5． 

 

大杉康司，大嶋和海，尾上和子，伊藤 淳，松田 基，徳弘悦郎：摂食障害の心理特性を自

記式質問紙で発見し早期介入により行動変容に至った 1 型糖尿病女児例．第 29 回日本小

児・思春期糖尿病学会年次学術集会，福岡，2023，7． 

 

大谷春菜，田中文子，大河内 慎，古川耕也，竹部麻美子，米井 萌，川上兼堂，小形亜也

子，正本雅斗，永嶋早織，齋藤千穂，鈴木徹臣：遺伝子検査により診断に至った遺伝性球状赤

血球症の1例．第379回日本小児科学会神奈川県地方会，横浜，2024，3． 

 

大原夕季，松本由里香，藤田真弓，高増哲也，犬尾千聡：鶏卵摂取により症状誘発のある児

の再導入時における少量 baked egg を用いた経口負荷試験の安全性に関する検討．第 61回

日本小児アレルギー学会学術大会，名古屋，2024，11． 
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岡 沙由稀，黒滝大翼，菊池健太，中山俊宏，横山詩子：プロスタグランジン E2 受容体 EP4

発現におけるエピゲノム制御機構の検討．第 60 回日本小児循環器学会総会・学術集会，福

岡，2024，7． 

 

岡 沙由稀，黒滝大翼，菊池健太，中山俊宏，内田敬子，横山詩子：動脈管におけるプロス

タグランジン E2 受容体 EP4 の発現および転写制御領域の同定．第 23 回⽇本⼼臓⾎管発⽣

研究会，淡路，2024，12． 

 

小山内達也，西山邦幸，都野貴寛，井上亮太，寺内康夫，白川 純：imeglimin と metformin

の併用による膵β細胞生存への影響．第 37 回日本糖尿病・肥満動物学会年次学術集会，弘

前，2024，3． 

 

長内未来，中村 隆，廣見太郎，横山詩子：腹部大動脈瘤におけるプロスタグランジン E2-

EP4 シグナルと TLR2 シグナルによる炎症増幅機構．第 101 回日本生理学会大会，北九州，

2024，3． 

 

小俣志織，出崎 緑：急性副鼻腔炎に伴う眼窩内合併症により緊急手術が必要となった一

例．第 130 回横浜市東部小児科医会，第 18 回横浜市東部小児連携の会，横浜，2024，7． 

 

海賀千波，宮本 学，吉原重美，只木弘美，倉持 由，松下天志，柴田真由子，香川貴宣，

坂間 隆，高倉広充，平井康太，古屋博之，新村文男，加藤政彦，望月博之：COVID-19 パン

デミックに関連した気道感染症の減少が乳幼児の喘息発症に与える影響．第 56 回日本小児

呼吸器学会，浦安，2024，9． 

 

勝田友博，清水博之，西村謙一，中村幸嗣，今川智之，田中敏博，伊藤秀一：神奈川県にお

ける HPV ワクチン接種状況の可視化活動．第 98 回日本感染症学会学術講演会，神戸，2024，

6． 

 

金滝総一郎，灘 大志，坂田雄祐，南澤有紀，北尾牧子，神垣 佑，沼沢慶太，内村 暢，

本井宏尚，渡辺好宏，稲葉 彩，志賀健太郎，伊藤秀一：起因菌不明の肺膿瘍に対して複数

の抗菌薬で改善した 21 トリソミーの 5 歳男児．第 382 回日本小児科学会神奈川県地方会，

横浜，2024，11． 

 

金子尚樹，赤坂 理，岡 智，伊藤 慧，山川隼輝，野崎万希子，澤井啓介，長嶋一樹，湖

山知篤，佐藤亜美，里村英章，宮田晋太郎，阿南英明：気管切開後に気道閉塞をきたした挿

管性肉芽腫例．第 46 回日本呼吸療法医学会学術集会，天童，2024，6． 
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神山裕二，山西 純，栗田大輔，涌井直人，村瀬絢子，池田順治，大原亜沙実，服部成良，

辻本信一，川原勇太，西村謙一，竹内正宣，野澤 智，佐藤雅子，神谷尚宏，柴 徳生，今

井耕輔，金兼弘和，伊藤秀一：ニューモシスチス肺炎，難治性下痢症を呈した MHCクラスⅡ

欠損症の乳児例．第 7 回日本免疫不全・自己炎症学会学術集会，東京，2024，3． 

 

川田智子，中村友里乃，大隅智之，酒井政司，清水博之：当院における腹膜透析関連腹膜炎

の微生物学的特徴の解析．第 98 回日本感染症学会学術講演会，神戸，2024，6． 

 

川名 宏，川村智行，菊池信行，広瀬正和，布川香織，小川洋平，武者育麻，柚山賀彦，杉

原茂孝，菊池 透：日本人小児・思春期 1 型糖尿病の出生体重は、Large for gestational 

age の頻度が高い．第 40 回日本糖尿病・妊娠学会年次学術集会，大宮，2024，11. 

 

菊池 透，山本幸代，浦上達彦，川村智行，菊池信行，伊藤善也，望月美恵，志賀健太郎，

深見真紀，井原健二，竹本幸司，広瀬正和，横田一郎，杉原茂孝：日本の小児思春期 1 型糖

尿病のインスリン治療の現状 小児インスリン治療研究会第 5 コホート研究より．第 67回

日本糖尿病学会年次学術集会，東京，2024，5. 

 

菊池 透，山本幸代，浦上達彦，川村智行，菊池信行，伊藤善也，望月美恵，志賀健太郎，

深見真紀，井原健二，竹本幸司，広瀬正和，横田一郎，杉原茂孝：思春期 1 型糖尿病は、前

思春期 1 型糖尿病よりもインスリンポンプ、SAP の使用率が低い．第 97 回日本内分泌学会

学術総会，横浜，2024，6. 

 

菊池信行：小児・思春期 1 型糖尿病のインスリン治療の進歩と移行期医療・プレコンセプ

ションケア．第 40 回日本糖尿病・妊娠学会年次学術集会（SPAD-JSDP 交換レクチャー），大

宮，2024，11． 

 

菊地暢行，中野晃太郎，只木弘美，朝長孝仁，飯尾知輝，原口翔太郎，大濱永史，谷川誠一，

小林孝輔，高橋英里佳，塩谷裕美，原 良紀，福山綾子，鉾碕竜範：治療経過中 refeeding

症候群を来した、自閉症スペクトラム症児の偏食による低栄養の１例．第 379 回日本小児科

学会神奈川県地方会，横浜，2024，3． 
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器学会総会・学術集会，福岡，2024，7． 

 

中村友里乃，大隅智之，川田智子，酒井政司，清水博之：抗菌薬アレルギーのラベリングを

された患者に対する抗菌薬選択の現状．第 98 回日本感染症学会学術講演会，神戸，2024，

6． 

 

灘 大志，亀井宏一，佐々木惠吾，西 健太朗，内村 暢，佐藤 舞，稲葉 彩，小椋雅夫，

伊藤秀一：初発時のステロイド連日投与中に完全寛解するも再度蛋白尿が出現した小児特

発性ネフローゼ症候群の臨床的特徴．第 59 回日本小児腎臓病学会学術総会，福岡，2024，

6． 
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成相昭吉，原野真一，森藤祐次，堀江昭好，長谷川有紀，藤脇建久：5 類移行前後での気道

感染症入院小児例における SARS-CoV-2 以外の呼吸器ウイルス検出状況．第 127 回日本小児

科学会学術集会，福岡，2024，4． 

 

成相昭吉，石本千夏，真玉千紘，原野真一，森藤祐次，堀江昭好，藤脇建久，長谷川有紀：

COVID-19 新興後にマルチプレックス PCR により RSV が単独検出された下気道炎入院小児例

における臨床像の変化．第 119 回日本小児科学会島根地方会，出雲，2024，6． 

 

成相昭吉，石本千夏，真玉千尋，原野真一，小池大輔，森藤祐次，藤脇建久，長谷川有紀：

流行時期を予測できない場合の乳幼児 RSV 感染症重症化予防策の妥当性の検証．第 111 回

山陰小児科学会，米子，2024，9． 

 

成相昭吉：COVID-19 新興後にマルチプレックス PCR により RSV が単独検出された下気道炎

入院小児例における臨床像の変化．第 28 回日本ワクチン学会・第 65 回日本臨床ウイルス

学会合同学術集会，愛知，2024，10． 

 

成相昭吉，堀江昭好：COVID-19 新興後の非医薬的介入が小児皮膚軟部組織感染症に与えた

影響．第 56 回日本小児感染症学会総会・学術集会，長崎，2024，11． 

 

成相昭吉，堀江昭好：流行時期を予測できない場合の乳幼児 RSV 感染症重症化予防策の妥当

性の検証．第 56 回日本小児感染症学会総会・学術集会，長崎，2024，11． 

 

成相昭吉：COVID-19 新興後の非医薬的介入が小児皮膚軟部組織感染症に与えた影響．第 48

回山陰感染症化学療法研究会，米子，2024，12． 

 

成相昭吉，川野早紀子，中村実来，小池大輔，森藤祐次，藤脇建久，長谷川有紀：COVID-19

新興後に RSV が単独または他の呼吸器ウイルスとともに検出された下気道炎入院小児例に

おける臨床像の相違．第 120 回日本小児科学会島根地方会，出雲，2024，12． 

 

西村謙一，池ヶ谷武志，河合 駿，竹内正宣，市川泰広，伊藤秀一：小児科臨床実習におけ

る振り返りの実践報告と医学生の心に残った出来事．第 127 回日本小児科学会学術集会，福

岡，2024，4． 

 

西村謙一，神山裕二，大原亜沙実，服部成良，野澤 智，伊藤秀一：経過中に仙腸関節炎，

潰瘍性大腸炎を合併した全身型若年性特発性関節炎．第 68 回日本リウマチ学会総会・学術

集会，神戸，2024，4． 
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西村謙一，萬木文佳，大原亜沙実，服部成良，野澤 智，伊藤秀一：アニフロルマブを導入

した小児期発症全身性エリテマトーデスの 2 例．第 33 回日本小児リウマチ学会総会・学術

集会，京都，2024，10． 

 

西山邦幸，都野貴寛，井上亮太，寺内康夫，白川 純：内在性オピオイドである Prodynorphin

の膵β細胞増殖への影響．第 37 回日本糖尿病・肥満動物学会年次学術集会，弘前，2024，

3． 

 

西山邦幸，都野貴寛，井上亮太，寺内康夫，白川 純：内在性オピオイド前駆体 Prodynorphin

の膵β細胞増殖における役割．第 67 回日本糖尿病学会年次学術集会，東京，2024，5． 

 

二町尚樹，釼持孝博，清宮優香，待鳥 航，安井正貴，小原真奈，平田理智：動脈管結紮術

後に横隔神経麻痺を合併し NAVA で長期管理を行った超低出生体重児．第 68 回新生児成育

医学会・学術集会，松本，2024，11． 

 

沼沢慶太，北尾牧子，志賀健太郎：当院で診断された小児 1 型糖尿病 148 症例の年齢別の C

ペプチドの推移．第 57 回日本小児内分泌学会学術集会，横浜，2024，10． 

 

根津敦夫：重症心身障害児の ACPと意思決定支援について 重症痙縮と骨格変形の ACP．第

66 回日本小児神経学会学術集会，名古屋，2024，5． 

 

根津敦夫：小児痙縮ジストニア診療ガイドライン 2023 に基づく治療アルゴリズム．第 66回

日本小児神経学会学術集会，名古屋，2024，5． 

 

根津敦夫：脳性麻痺の QOLを上げる．第 11回日本ボツリヌス治療学会学術集会，東京，2024，

9． 

 

根津敦夫：重症心身障害者の成人期における上下肢ボツリヌス治療と医療連携．第 49回日

本重症心身障害学会学術集会，神戸，2024，11． 

 

野澤 智：小児期発症全身性エリテマトーデスの診療指針 海外の現状．第 68 回日本リウ

マチ学会総会・学術集会（シンポジウム 2「小児リウマチ性疾患の診療指針 update2024～国

際比較～」，神戸，2024，4． 
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野澤 智：小児リウマチ性疾患に潜む原発性免疫不全症・免疫異常症～疑うタイミングはい

つ？～．第 52 回横浜リウマチフォーラム，横浜，2024，9． 

 

野澤 智：製剤研修会 小児リウマチ性疾患における IL-6 阻害薬(トシリズマブ)の使用に

ついて．第 33 回日本小児リウマチ学会総会・学術集会，京都，2024，10． 

 

野原千広，松井洋史，渡辺理紗，龍﨑理誠，田角悠子，冨樫勇人，菅谷憲太，佐藤美保：K1

抗原陽性大腸菌性髄膜炎の乳児例．第 55 回横須賀・三浦小児科医学会学術講演会，横須賀，

2024，7． 

 

羽場崎由梨奈，南澤有紀，伊波勇輝，本井宏尚，渡辺好宏，佐々木惠吾，灘 大志，北尾牧

子，沼沢慶太，内村 暢，稲葉 彩，志賀健太郎，伊藤秀一：発症初期から ASL で脳血流低

下を認めたけいれん重積型（二相性）急性脳症の一例．第 380 回日本小児科学会神奈川県地

方会，横浜，2024，6． 

 

林 亜揮子，浜之上 聡，浅井和暉，廣瀬綾菜，宮川直将，慶野 大，横須賀とも子，岩崎

史記，西川智子，黒田友紀子，田中祐吉，田中水緒，後藤裕明，栁町昌克：Current practice 

and clinical issues of comprehensive genomic profiling for pediatric cancer at our 

hospital．第 66 回日本小児血液・がん学会学術集会，京都，2024，12． 

 

平井祐士，糸永 育，西村直人，杉山弘樹，西澤 崇：2023 年感染症流行下に当院で検出

された病原体とその特徴の検討．第 127 回日本小児科学会学術集会，福岡，2024，4． 

 

福田清香，田中司朗，川上ちひろ，小林 徹，伊藤秀一；エコチル調査グループ：妊娠中の

母親の葉酸血中濃度と乳児期の川崎病発症との関連：エコチル調査より．第 44 回日本川崎

病学会・学術集会，東京，2024，10． 

 

藤田真弓，松本由里香，高増哲也，犬尾千聡：IgE依存性と非 IgE依存性鶏卵アレルギー小

児に対する Baked Egg による経口負荷試験の比較検討．第 73 回日本アレルギー学会学術大

会，京都，2024，10． 

 

藤田真弓，松本由里香，大原夕貴，高増哲也，犬尾千聡：間接的アレルゲン曝露によりアレ

ルギー症状が出現したクルミアレルギーの 1例．第 61回日本小児アレルギー学会学術大会，

愛知，2024，11． 
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前川仁孝，坂田雄祐，南澤有紀，北尾牧子，灘 大志，神垣 佑，沼沢慶太，本井宏尚，内

村 暢，渡辺好宏，稲葉 彩，志賀健太郎，伊藤秀一：乳児一過性低ガンマグロブリン血症

を呈し、治療に難渋した膿胸の 1 例．第 381 回日本小児科学会神奈川県地方会，横浜，2024，

9． 

 

正本雅斗，中野裕介，大河内 慎，山本 嵩，五十嵐大二，河合 駿，渡辺重朗，中島理

恵，森 佳織，立石 実，齋藤 綾：TPVI 時代の夜明けに Surgical PVR を振り返る．第

20 回神奈川小児循環器研究会，横浜，2024，10． 

 

町田裕之，田中 司，朱田貴美，磯崎 淳，稲葉 彩，伊藤秀一，野津寛大：学校検尿で

Dent 病が疑われた中学生男児の 1 例．第 59 回日本小児腎臓病学会学術総会，福岡，

2024，6． 

 

松井克之，根本千裕，田川晃司，長井静世，松田史佳，大杉康司，前田泰宏，倉田研児，糸

永知代，阿部裕樹，宮河真一郎，荒木まり子，酢谷明人，虫本雄一，中村千鶴子，宇藤山麻

衣子，濱田淳平，岡島道子，小山さとみ，神野和彦，川村智行，浦上達彦，大津成之，菊池 

透：1 型糖尿病とその治療が小児の生活に与える影響 親子で異なる認識．第 67 回日本糖

尿病学会年次学術集会，東京，2024，5. 

 

松沼まり，南澤有紀，佐々木惠吾，伊波勇輝，灘 大志，北尾牧子，沼沢慶太，内村 暢，

本井宏尚，渡辺好宏，稲葉 彩，志賀健太郎，伊藤秀一：介助歩行が可能で横紋筋融解症を

契機に診断にいたった福山型先天性筋ジストロフィーの 1 例．第 379 回日本小児科学会神

奈川県地方会，横浜，2024，3． 

 

松村壮史，高橋英彦，慶野 大，北河徳彦：小児のオンコネフロロジー －肝芽腫の長期腎

予後について－．第 67 回日本腎臓学会学術集会，横浜，2024，6． 

 

松本 俊，平井祐士，糸永 育，西村直人，杉山弘樹，西澤 崇：2023 年の当院の呼吸器

感染症の入院症例における ABPC 耐性 H.influenzae の増加．第 127 回日本小児科学会学術

集会，福岡，2024，4． 

 

松本由里香，藤田真弓，高増哲也，犬尾千聡：フェノバルビタールとアモキシシリンによっ

て発症した DRESS の 1 歳女児例．第 73 回日本アレルギー学会学術大会，京都，2024，10． 

 

松本由里香，塚原 歩，藤田真弓，高増哲也，犬尾千聡：乳アレルギーの 2歳未満と 2歳以

上に対する milk ladder を用いる食事指導の有効性の比較検討．第 61 回日本小児アレルギ
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ー学会学術大会，愛知，2024，11． 

 

三浦直子：身体症状症の改善に“神田橋処方”と慢性痛に対する認知行動療法が有効であっ

た神経発達症思春期女児例．第 131 回日本小児精神神経学会，つくば，2024，6． 

 

三橋 龍，中村 隆，横山詩子：プロスタグランジン E2受容体 EP4 と Toll-like receptor 

2シグナルによる IL-6の相乗的増幅機構の解明．第 101回日本生理学会大会，北九州，2024，

3． 

 

南澤有紀，伊波勇輝，本井宏尚，渡辺好宏：痙攣重積型（二相性）急性脳症に対する

thyrotropin-releasing hormone 療法の有効性に関する検討．第 66 回日本小児神経学会学

術集会，名古屋，2024，5． 

 

峯 直也，神垣 佑，内村 暢，灘 大志，稲葉 彩，寺西淳一，伊藤秀一：乳児期に尿管

皮膚瘻造設を施行した巨大尿管の 2 例．第 45 回日本小児腎不全学会学術集会，東京，2024，

12． 

 

村瀬絢子，佐藤雅子，大宅 喬，内村 暢，稲葉 彩，伊藤秀一：リツキシマブ投与後重症

低ガンマグロブリン血症患者における，リンパ球サブセット解析．第 59 回日本小児腎臓病

学会学術集会，福岡，2024，6． 

 

村瀬絢子，佐藤雅子，大宅 喬，伊藤秀一：川崎病患者における，補体成分C5aと好中球の

活性化に関する検討．第44回日本川崎病学会・学術集会，東京，2024，10． 

 

Motoi H, Minamisawa Y, Inami Y, Hamanaka K, Miyatake S, Matsumoto N, Watanabe 

Y: A case of infantile epileptic spasms syndrome with a DYNC1H1 variant responsive to 

vigabatrin. The 66th Annual Meeting of the Japanese Society of Child Neurology, 

Nagoya, 2024, 5. 

 

Motoi H, Minamisawa Y, Inami Y, Watanabe Y: Analysis of therapeutic effectiveness of 

fenfluramine for Dravet syndrome in Children. The 57th Annual Congress of the Japan 

Epilepsy Society, Fukuoka, 2024, 9. 

 

安井正貴，釼持孝博，二町尚樹，髙橋篤史，小原真奈，岩間一浩，平田理智：超低出生体重

児の乳児血管腫に対して早期からのプロプラノロール投与が有効だった 2 例．第 60 回日本

周産期・新生児医学会学術集会，大阪，2024，7． 
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矢内貴憲，吉田都美，竹内正人，川上ちひろ，川上浩司，伊藤秀一：母体血中重金属濃度と

川崎病との関連性：エコチル調査．第 44 回日本川崎病学会・学術集会，東京，2024，10．

第 44 回日本川崎病学会・学術集会 優秀演題賞． 

 

柳町昌克，慶野 大，飯塚敦広，栗田大輔，廣田恵璃，河内彰人，君塚 優，涌井直人，浅

井和暉，林 亜揮子，宮川直将，横須賀とも子，岩崎史記，後藤裕明，成戸卓也，岩野麗子：

小児 FLT3 変異陽性 AML に対する移植後 giltertinib 維持療法と gilteritinib 血中濃度．

第 86 回日本血液学会学術集会，京都，2024，10． 

 

山口ダロン渓，大河内 慎，竹部麻美子，江並龍之介，松沼まり，米井 萌，栗田大輔，池

川 環，小形亜也子，永嶋早織，斉藤千穂，鈴木徹臣，田中文子：非PCV13 血清型による肺

炎球菌性髄膜炎を発症した一例．第382回日本小児科学会神奈川県地方会，横浜，2024，11． 

 

山崎麻衣，西村直人，平井祐士，糸永 育，松本 峻，杉山弘樹，出来沙織，西澤 崇：低

月齢発熱における FilmArrayⓇ髄膜炎・脳炎パネルの有用性の検討．第 378 回日本小児科学

会神奈川県地方会，横浜，2024，2． 

 

山﨑雅明，中臣駿介，江波龍之介，中村春野，小松洋介，白井綾乃，溝部万里奈，小笹浩二，

咲間裕之，菊池信行：重症アトピー性皮膚炎に伴う低蛋白血症と体重減少を認めた 1 例．第

379 回日本小児科学会神奈川県地方会，横浜，2024，3． 

 

山下 遼，末永 潤，園田 真樹，立石健祐，秋本大輔，中居康展，塩田雅朗，岡 千紘，

山西 純，辻本信一，竹内正宣，高瀬宙樹，山中正二，佐藤 充，山本哲哉：ETMR 様の組織

像を呈した幼児脈絡叢乳頭腫瘍の 1 例．第 52 回日本小児神経外科学会，富山，2024，6． 

 

山田幸子，元木夏実，田邊さとえ，菅原緒美，山上祐次，大崎逸朗，室谷浩二，菊池信行，

平原史樹，古井民一郎：神奈川県における拡大新生児マススクリーニング検査の実施報告．

第 51 回日本マススクリーニング学会学術集会，熊本，2024，8. 

 

山西 純，神山裕二，村瀬絢子，池田順治，涌井直人，柴 徳生，竹内正宣，神谷尚宏，金

兼弘和，辻本信一：同種造血細胞移植により HLA-DR発現および T cell maturation を認め

た MHC クラス II 欠損症の一例．第 86 回日本血液学会学術集会，京都，2024，10． 
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山西 純，松澤 崇，吉富誠弘，池田順治，竹内正宣，辻本信一：みぎ胸膜に巨大腫瘍とし

て再発をきたした粘液多形型脂肪肉腫の一例．第 66 回日本小児血液・がん学会学術集会，

京都，2024，12． 

 

山本 嵩，河合 駿，五十嵐大二，正本雅斗，中野裕介，渡辺重朗，細田順也：創部離開の

ため S-ICD の再植え込みを必要とした肥大型心筋症の９歳女児．第 28 回日本小児心電学会

学術集会，津，2024，11． 

 

萬木文佳，高瀬宙希，大原亜沙実，服部成良，西村謙一，野澤 智，山中正二，藤井誠志，

伊藤秀一：当院で経験した若年性特発性関節炎の 3例まとめ．第 33 回日本小児リウマチ学

会総会・学術集会，京都，2024，10． 

 

横須賀とも子，廣田恵璃，廣瀬綾菜，飯塚敦広，松本尚也，慶野 大，宮川直将，岩崎史記，

柴 徳生，匂坂麻衣子，伊藤美恵子，後藤裕明，柳町昌克：ダウン症候群に合併した ALLに

おける、CAR-T 治療前後での薬剤感受性の変化．第 85 回日本血液学会学術集会，東京，2023，

10． 

 

吉富誠弘，吉田健一，中村 航，池田順治，辻本信一，竹内正宣，原 勇介，大和玄季，齋

藤祐介，富澤大輔，多賀 崇，足立壮一，小川誠司，林 泰秀，柴 徳生：小児 AML におい

て PRDM16 遺伝子の切断が PRDM16 高発現を誘導し,再発難治に関与する．第 127 回日本小児

科学会学術集会，福岡，2024，4． 

 

龍﨑理誠，岩本眞理，東 靖子，梅田聡太，荒井梨沙，石丸 愛，太田慧子，船生晴香，窪

田祥平，東 聡美，福田清香，村瀬絢子，西村謙一，片岡俊朗，山中正二，伊藤秀一：COVID-

19 感染に伴うサイトカインストームによる劇症型心筋炎で急死した 5 歳男児．第 127 回日

本小児科学会学術集会，福岡，2024，4． 

 

若宮卓也，井上史也，細川大地，樽谷朋晃，榊慎一郎，池川 健，小野 晋，柳 貞光，上

田秀明：MAPCA の肺高血圧の特徴．第 60 回日本小児循環器学会総会・学術集会，福岡，2024，

7． 

 

脇田陽平，枝松清隆，清水博之：免疫グロブリンや RFで希釈直線性が得られず、精査中に

IgM 型 RF と HAGA を検出した症例．日本医療検査科学会第 56 回大会，横浜，2024，10． 

 

渡部春奈，岩住衣里子，古家 正，橋場容子，中村陽一，磯崎 淳，宮崎泰成：当センター

における約 10 年間の食物アレルギー症例の検討．第 73 回日本アレルギー学会学術大会，京

https://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5b%E6%B8%A1%E9%83%A8%E6%98%A5%E5%A5%88%5d/AU
https://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5b%E5%B2%A9%E4%BD%8F%E8%A1%A3%E9%87%8C%E5%AD%90%5d/AU
https://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5b%E5%8F%A4%E5%AE%B6%E6%AD%A3%5d/AU
https://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5b%E6%A9%8B%E5%A0%B4%E5%AE%B9%E5%AD%90%5d/AU
https://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5b%E4%B8%AD%E6%9D%91%E9%99%BD%E4%B8%80%5d/AU
https://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5b%E7%A3%AF%E5%B4%8E%E6%B7%B3%5d/AU
https://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5b%E5%AE%AE%E5%B4%8E%E6%B3%B0%E6%88%90%5d/AU
https://site.convention.co.jp/jsa73/
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都，2024，10． 

 

渡辺好宏，南澤有紀，伊波勇輝，本井宏尚：急性脳症後の脳萎縮に伴い硬膜下血腫を発症し

た 2 例．第 66 回日本小児神経学会学術集会，名古屋，2024，5． 

 

渡辺理紗，市川泰広，五十嵐大二，落合雄人，河合 駿，中野裕介，合田真海，町田大輔，

渡辺重朗：侵襲性肺炎球菌感染症 22Fによる感染性心内膜炎、髄膜炎、多発性脳梗塞を発症

し僧帽弁形成術を必要とした一例．第 60 回日本小児循環器学会総会・学術集会，福岡，2024，

7． 
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【研究助成金】 

 

伊藤秀一（代）：感染症の病原体を保有していないことの確認方法の確立及び志賀毒素産生

性大腸菌による溶血性尿毒証症候群に関するガイドライン整備のための研究．厚労省科学

研究費補助金 新興・再興感染症及び予防接種政策推進研究事業（2023 年度‐2025 年度），

227 万円． 

 

伊藤秀一（分）：自己炎症性疾患とその類縁疾患における、移行期医療を含めた診療体制整

備、患者登録推進、全国疫学調査に基づく診療ガイドライン構築に関する研究．厚労省科学

研究費補助金 疾病・障害対策研究分野 難治性疾患政策研究事業（2023年度‐2025年度），

60 万円． 

 

伊藤秀一（分）：小児腎領域の希少・難治性疾患群の全国診療・研究体制の構築．厚労省科

学研究費補助金 疾病・障害対策研究分野 難治性疾患政策研究（2023 年度‐2025 年度），

25 万円． 

 

伊藤秀一（分）：思春期・若年成人（AYA 世代）患者におけるリウマチ医療体制に資する研

究．厚労省科学研究費補助金 疾病・障害対策研究分野 免疫・アレルギー疾患政策研究事

業，8 万円． 

 

伊藤秀一（分）：転写因子 IRF5に注目した全身性エリテマト-デスの新しい病態解明．国立

研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）難治性疾患実用化研究事業（2023 年度‐2025

年度），50 万円． 

 

伊藤秀一（分）：子供の研究と環境に関する全国調査（エコチル）．環境省（エコチル）（2017

年度‐2026 年度），8,891.4 万円 

 

伊藤秀一（代）：リツキシマブによる重症低ガンマグロブリン血症・無顆粒球症に関連する

遺伝子の探索．全薬工業株式会社 受託研究費（2022 年度‐2026 年度），207.9 万円． 

 

伊藤秀一（分）：TNFα 阻害薬使用のリウマチ疾患患者における弱毒生ワクチン接種．国立

研究開発法人国立成育医療研究センター 成育医療研究開発事業，61 万円． 

 

伊藤秀一（代）：全身型若年性特発性関節炎（JIA）の疾患感受性遺伝子の同定．（奨学寄付

金）（2023 年度‐2027 年度），70 万円． 
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伊藤秀一（代）：ウェアラブル黄疸計の臨床評価．共同研究費（アトムメディカル株式会社）

（2024年12月9日‐2025年6月30日），125万円． 

 

伊藤秀一（代）：難治性小児疾患の診断・治療の向上に向けた研究（奨学寄附金）（2024年度

‐2028年度），90万円． 

 

伊藤秀一（代）：寛解期あるいは低疾患活動期の全身性エリテマトーデスにおける１型イン

ターフェロン関連遺伝子の発現亢進を示唆する臨床検査マーカーの探索（奨学寄附金）（202

4年度‐2028年度），9万円． 

 

伊藤秀一（代）：ロングリードシーケンサーによる川崎病患者の腸内微生物の網羅的解析（奨

学寄附金）（2024 年度‐2028 年度），270 万円． 

 

伊藤秀一（代）：アニフロルマブ（治験等に関わる研究費）（2024年度‐2030年度），44,000円． 

 

伊藤秀一（代）：Voclosporin．（治験等に関わる研究費）（024 年度‐2025年度），22,000円 

 

釼持孝博（代）：未熟児動脈管閉鎖に適正な酸素分圧の検討．科学研究費助成事業 若手研

究（2021 年度‐2025 年度），468 万円． 

 

後藤裕明（代）：疾患モデルライブラリーを活用した悪性ラブドイド腫瘍の病態解析．科学

研究費助成事業 基盤研究(C)（2022 年度‐2025 年度），416 万円． 

 

後藤裕明（分）：小児・AYA 世代がん白血病バイオバンクを活用した難治性白血病の治療開

発．科学研究費助成事業 基盤研究(C)（2023 年度‐2025 年度），16 万円． 

 

後藤裕明（分）：小児希少がんにおけるユビキチン/プロテアソーム系の総合的理解に基づく

腫瘍制御．科学研究費助成事業 基盤研究(C) （2024 年度‐2026 年度），5 万円． 

 

後藤裕明（代）：再発・難治 ALL 細胞における blinatumomab 耐性機序の解明．かながわ県立

病院がん基金がん研究助成，50 万円． 

 

後藤裕明（分）：小児がんに対する医師主導治験基盤構築（2023-A-11）．国立がん研究セン

ター研究開発費． 
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只木弘美（分）：スギ花粉によるアレルギー性鼻炎に対するスギ舌下免疫療法長期使用後の

患者に対する間欠投与のランダム化比較試験(R6-EBM(免アレ)-01)．国立病院機構 NHO ネ

ットワーク研究，10 万円． 

 

只木弘美（分）：低年齢の通年性アレルギー性鼻炎に対するダニ舌下免疫療法のランダム化

比較による有効性の検討(R2-NHO(免アレ)-02)．国立病院機構 NHO ネットワーク研究，10

万円． 

 

只木弘美（分）：周産期のシンバイオティクス投与による食物アレルギー発症予防効果の多

施設共同二重盲検ランダム化比較試験による検証(R4-NHO(小産)-01)．国立病院機構 NHO 

ネットワーク研究，56 万円． 

 

只木弘美（分）：クルミ・カシューナッツアレルギー発症に影響する宿主因子と環境因子の

解明/多施設共同前向きコホート研究 (R5-NHO(免アレ)-01)．国立病院機構 NHO ネットワ

ーク研究，40 万円． 

 

只木弘美（分）：重症・難治性アレルギー疾患レジストリの構築および病態解明．国立研究

開発法人 日本医療研究開発機構（AMED）免疫アレルギー疾患実用化研究事業． 

 

辻本信一（代）：PRDM16 高発現難治小児 AML に対するエピゲノム解析に基づいた新規治療

法の開発．科学研究費助成事業 学術研究助成基金助成金 若手研究（2021 年度‐2024 年

度），100 万円． 

 

辻本信一（代）：急性骨髄性白血病に対する L-asparaginase を基軸とした新規治療戦略．

科学研究費助成事業 学術研究助成基金助成金 基盤研究（C）（2024 年度‐2026 年度），

120 万円． 

 

辻本信一（分）：小児急性骨髄性白血病の標準的治療法の確立のための臨床研究．革新的が

ん医療実用化研究事業（AMED）（2023 年度‐2025 年度），100 万円． 

 

辻本信一（代）：小児 AML，myelodysplasia related 及び AML, not otherwise specified

におけるゲノム異常・エピゲノム異常の統合解析による病態解明と予後予測モデルの構築．

公益財団法人武田振興財団研究助成金（2024 年度‐2029 年度），180 万円． 

 

辻本信一（代）：小児 AML，myelodysplasia-related(AML-MR)及び AML，not otherwise 

specified(AML, NOS)の病態解明と予後予測法の開発．公益財団法人ゴールドリボン・ネッ
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トワーク研究助成金，40 万円． 

 

辻本信一（代）：DOCK1 高発現難治小児急性骨髄性白血病の難治化メカニズムの解明と治療

開発．特定非営利活動法人日本小児がん研究グループ，40 万円． 

 

辻本信一（代）：移植登録一元管理プログラムおよび二次調査を用いた小児造血細胞移植に

おける類洞閉塞症候群の予防・診断・治療に関する後方視的解析．国立研究開発法人国立成

育医療研究センター 成育医療研究開発費（2024 年度‐2026 年度），76,923 円． 

 

二町尚樹（代）：出生時ステロイド補充療法による超早産児の脳室内出血発症予防効果の解

析．横浜市立大学小児科学教室第 5 回令和六年度同門会学術基金研究助成（2024 年度‐2025

年度），20 万円． 

 

藤田真弓（代）：ピーナツ経口免疫療法におけるシェアードディシジョンモデルの導入．科

学研究費助成事業 学術研究助成基金助成金 基盤研究（C）（2022 年度‐2025 年度）,403

万円． 

 

矢内貴憲（代）：レセプトデータで構築した母子連接コホートを用いた疫学研究．令和 6年

度京都大学大学院医学研究科新規採用若手研究者支援経費，45 万円． 

 

矢内貴憲（代）：大規模データベースを用いた自閉スペクトラム症の発症リスク因子の解明．

公益財団法人発達科学研究教育センター 学術研究助成（2024 年度-2025 年度），50 万円． 

 

矢内貴憲（代）：ナショナルデータベースを利用した日本全体のアレルギー診療実態の解明．

2024 年度科学研究費助成事業（科研費）研究活動スタート支援（2024 年度-2025 年度），

273 万円． 

 

横須賀とも子：令和 5 年度かながわ県立病院がん基金研究助成，24.9 万円． 

 

横山詩子(代)：ファロー四徴症に対する自己血管新生を誘導するヒト由来脱細胞化血管グ

ラフトの開発．国立研究開発法人日本医療研究開発機構(AMED)難治性疾患実用化研究事業

（2024 年度‐2026 年度)，1,600 万円. 

 

横山詩子(代)：血管－神経連関を基軸とする動脈管分化機構の解明．科学研究費助成事業 

学術研究助成基金助成金 基盤研究（B）(2024 年度‐2027 年度)，330 万円． 
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横山詩子(代)：三次元血管モデルを用いた弾性線維の de novo 形成機構の解明と再生法の

開発．科学研究費助成事業 学術研究助成基金助成金 挑戦的研究 萌芽（2023 年度‐2025

年度），150 万円． 

 

横山詩子(代)：血管病変の指標となるバイオマーカーに関する研究．共同研究費(東ソー株

式会社)(2022 年度‐2031 年度)． 

 

横山詩子(代)：周期的加圧培養法による再生医療用組織の開発．共同研究費(椿本チエイン

株式会社)(2022 年度‐2025 年度)． 

 

横山詩子(代):「周期的静水圧印加による細胞動態の解析」に関する研究．共同研究費(株式

会社コガネイ)(2022 年度‐2025 年度)，83 万円． 

 

横山詩子(分)：メカノセンシング機構の破綻による大動脈疾患の病態解明とバイオマーカ

ー診断法の開発．国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED)循環器疾患・糖尿病等生

活習慣病対策実用化研究事業(2023 年度‐2025 年度)，300 万円． 

 

横山詩子(分)：One Hour Cell Exercise の細胞接触面積激増現象の力学・細胞生理学視点

からの解明．科学研究費助成事業 学術研究助成基金助成金 基盤研究(B)（2023 年度‐

2026 年度），30 万円． 

 

横山詩子(分)：プロスタグランディン E 受容体 EP4 に着目した肺静脈リモデリングの分子

機序の解明．科学研究費助成事業 学術研究助成基金助成金 基盤研究(C)（2021 年度‐

2024 年度）． 

 

横山詩子(分)：高圧力に着目した肺動脈性肺高血圧症病態形成における Stanniocalcin1の

役割．科学研究費助成事業 学術研究助成基金助成金 基盤研究(C)（2023 年度‐2025 年

度），15 万円． 

 

横山詩子(分)：ステント再狭窄における炎症と糖タンパク質 Fibulin-1の動的機能と役割．

科学研究費助成事業 学術研究助成基金助成金 基盤研究(C)（2024 年度‐2026 年度），20

万円． 

 

若宮卓也（代）：小児における肺血管拡張剤の薬物動態に関する検討．科学研究費助成事業 

学術研究助成基金助成金 若手研究（2024 年度‐2026 年度），120 万円． 
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若宮卓也（分），池川 健(分)：乳幼児肺動脈性高血圧症治薬の TDM のための薬剤横断的薬

効モデルの構築．科学研究費助成事業 学術研究助成基金助成金 基盤研究（C）（2022 年

度‐2025 年度），130 万円． 

 

渡辺重朗（分）：小児から成人期発症遺伝性 QT延長症候群とその類縁疾患の突然死予防に

関する研究．厚生労働科学研究費補助金 難治性疾患政策研究事業（2023年度‐2024年度），

10 万円． 
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【学会等以外の各種講演】 

 

Ito S: Japanese Perspective of Diagnosis and Treatment of aHUS. Complement Masters 

in Nephrology（Alexion Pharmaceuticals, Inc.）, Warsaw, 2024,6. 

 

青木理加：学校における摂食障害の児童への対応と起立性調節障害の児童への生活習慣の

立て直し支援について．第 2 回足柄上郡小学校教育研究会養護教諭部会，松田，2024，8． 

 

青木理加：足柄上地域における小児科診療．湘南心理研究会「コスモスの会」10 月定例会，

小田原，2024，10． 

 

池川 健：Ebstein．第 113 回北日本遠隔胎児セミナー（WEB 開催），2024，5． 

 

池川 健：基幹病院の医師の支援．横浜市支援者研修，横浜，2024，9． 

 

磯崎 淳：アレルギーへの対応．東京都保育士等キャリアアップ研修(保健福祉振興財団)，

東京，2024，1． 

 

磯崎 淳：アレルギーへの対応．東京都保育士等キャリアアップ研修(保健福祉振興財団)，

東京，2024，6． 

 

磯崎 淳：幼稚園における食物アレルギーへの対応．横浜市幼稚園協会アレルギー研修，横

浜，2024，7． 

 

磯崎 淳：学校における食物アレルギー対応．横浜市教育委員会アレルギー研修（WEB 開催)，

2024，7． 

 

磯崎 淳：アレルギーへの対応．東京都保育士等キャリアアップ研修(保健福祉振興財団)，

東京，2024，10． 

 

伊藤秀一：RSV 重症化リスクとシナジス投与の重要性～赤ちゃんのための投与時期の決定に

ついて～．子供を守ろうの会 in 山形（WEB 開催)，2024，2． 

 

伊藤秀一：2024 年度の神奈川県内のパリビズマズ投与について．Kanagawa RSV Information 

2024（WEB 開催)，2024，2． 



 55 / 65 

 

伊藤秀一：RSV 重症化リスクとシナジス投与の重要性～赤ちゃんのための投与時期の決定に

ついて～．大阪シナジス学術講演会，大阪，2024，2． 

 

伊藤秀一：RS ウイルスを含めて、風邪診療を楽しむ！福岡県新生児小児医療セミナー，福

岡，2024，3． 

 

伊藤秀一：RSV 重症化リスクとシナジス投与の重要性～赤ちゃんのための投与時期の決定に

ついて．Keep on smiling with Synagis!（WEB 開催），2024，6． 

 

伊藤秀一：2024 年神奈川県における RSV 重症化抑制戦略．Ask the Experts about RSV（WEB

開催)，2024，6． 

 

伊藤秀一：RSV 重症化リスクとシナジス投与の重要性．SYNAGIS Expert Meeting in Osaka，

大阪，2024，8． 

 

伊藤秀一：原発性高ショウ酸尿症の診療に関する助言（アドバイザリー）．PH（Primary 

hyperoxaluria） Expert Exchange Meeting，東京，2024，9． 

 

伊藤秀一：RSV 重症化リスクとシナジス投与の重要性～適切な薬剤選択と赤ちゃんのための

投与時期の決定～．シナジス WEB シンポジウム 2024（WEB 開催），2024，9． 

 

伊藤秀一：～今後の RSV 重症化抑制を考える～．小児循環器 Web 講演会（WEB 開催），2024，

10． 

 

伊藤秀一：aHUS の診断－海外と日本－．Japan aHUS Medical Forum 2024，東京，2024，11． 

 

伊藤秀一：ステロイドや免疫抑制剤の使い方．125回日本小児科学会秋田地方会，秋田，2024，

12． 

 

大杉康司：小児慢性疾患の心理的な側面・アプローチ．JCR ファーマ株式会社 社内講演会，

横浜，2024，6． 

 

大杉康司：子どもの成長曲線と成長障害．第 727回小田原医師会・足柄上医師会合同学術講

演会，小田原，2024，10． 
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栗田大輔：ITP 診療の実際 -IVIG と，その後-．横浜 General Pediatrics フォーラム（第

47 回横浜小児感染症懇話会），横浜，2024，9． 

 

小張真吾：食物アレルギーへの対応．横浜市保育・教育支援課アレルギー研修，横浜，2024，

7． 

 

小張真吾：学童保育における食物アレルギー対応．横浜市放課後事業指導員研修「アレルギ

ー」（WEB 開催)，2024，9． 

 

小張真吾：食物アレルギーへの対応．横浜市保育・教育支援課アレルギー研修，横浜，2024，

12． 

 

崎村青葉：カルボシステインによる多発固定薬疹の１例．令和６年度第１回小田原小児科医

会症例検討会，小田原，2024，9． 

 

佐藤睦美：てんかんとレノックスガストー症候群について．日本新薬横浜支店厚木営業所社

内勉強会（WEB 開催），2024，10． 

 

佐藤睦美：てんかんをもつ医療的ケア児の成人移行～焦点てんかん治療におけるラコサミ

ドの位置付け～．てんかんセミナーin 西湘，小田原，2024，4． 

 

清水博之：RSV流行疫学とパリビズマブ適正使用を目的とした RSV入院患者の実態調査 2023．

RSV 研究会（WEB 開催），2024，1． 

 

清水博之：子どもたちの感染症の現在地．令和 5 年度第 2 回全国病児保育協議会神奈川支

部研修会，横浜，2024，2． 

 

清水博之：RSV流行疫学とパリビズマブ適正使用を目的とした RSV入院患者の実態調査 2023．

横浜 General Pediatrics フォーラム（第 45 回横浜小児感染症懇話会），横浜，2024，2． 

 

清水博之：RSV流行疫学とパリビズマブ適正使用を目的とした RSV入院患者の実態調査 2023．

Save the Smallbabies Symposium 2024（WEB 開催），2024，2． 

 

清水博之：Life-course immunization のすゝめ．令和 6 年度定期予防接種事業説明会，川

崎，2024，2． 
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清水博之：先天梅毒の動向と課題．令和 5年度神奈川県感染症発生動向調査解析委員会，茅

ヶ崎，2024，2． 

 

清水博之：当院における新型コロナウイルス感染症の実際．湘南 COVID-19 セミナー，藤沢，

2024，2． 

 

清水博之：RSV 流行疫学とパリビズマブ適正使用を目的とした神奈川県 RSV入院患者の実態

調査．北関東新生児懇話会，東京，2024，3． 

 

清水博之：子どもたちの感染症の現在地．令和 5 年度病児・病後児保育事業研修会，藤沢，

2024，3． 

 

清水博之：誰でもできる！症例報告の書き方．横浜市大小児科若手小児科医勉強会（WEB開

催），2024，3． 

 

清水博之：RSV 流行疫学とパリビズマブ適正使用を目的とした神奈川県 RSV入院患者の実態

調査．あいち新生児フォーラム，名古屋，2024，3． 

 

清水博之：RSV 流行疫学とパリビズマブ適正使用を目的とした神奈川県 RSV入院患者の実態

調査．Pediatric TV Symposium（WEB 開催），2024，4． 

 

清水博之：RSV重症化抑制のためのこれからの戦略．アストラゼネカ社内勉強会（WEB開催），

2024，5． 

 

清水博之，川田智子：普通の腎盂腎炎のハズなのに…．第 108回 Tokyo Infection Conference，

東京，2024，5． 

 

清水博之：【特別講演】RSV 重症化抑制の意義～ニルセビマブの位置づけ～．第 472回相模

原市小児科医会月例懇話会（WEB 開催），2024，6． 

 

清水博之：【特別講演】RSV 重症化抑制の意義～ニルセビマブという選択肢．RSV Expert Web 

Seminar in Kanagawa（WEB 開催），2024，7． 

 

清水博之：肺炎球菌ワクチンの変遷と新たな選択肢“プレベナー20”．プレベナー20 小児

インターネットシンポジウム（WEB 開催），2024，7． 
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清水博之：私の考える新型コロナウイルス感染症治療の考え方．塩野義製薬社内研修会（WEB

開催），2024，8． 

 

清水博之：小児感染症の Up To Date．第 6 回小児科フォーラム in Yokohama，横浜，2024，

9． 

 

清水博之：こどもの感染症の診かた、考え方．横浜労災病院小児科勉強会（WEB 開催），2024，

9． 

 

清水博之：Life Course Immunization のすゝめ～子どもとおとなに必要なワクチン最新情

報．令和 6 年度藤沢市定期予防接種研修会（WEB 開催），2024，10． 

 

清水博之：変動する RSV流行疫学に我々はどう対峙すべきか．第 20回神奈川小児循環器研

究会，横浜，2024，10． 

 

清水博之：侵襲性肺炎球菌感染症をいかに減らすか～プレベナー20 の定期接種導入で変わ

ること～．プレベナー20 小児インターネットシンポジウム（WEB 開催），2024，11． 

 

白圡牧子：RS ウイルスによる急性脳症の１例．令和６年度第１回小田原小児科医会症例検

討会，小田原，2024，9． 

 

只木弘美：小児アレルギー疾患のトータルケア．横浜市南西部小児科医会・戸塚区医会，横

浜，2024，2． 

 

只木弘美：モイゼルト軟膏による寛解導入例．Moizert Expert Meeting，横浜，2024，3． 

 

只木弘美：小児アトピー性皮膚炎治療の up to date．小児アトピー性皮膚炎セミナー会，

横浜，2024，3． 

 

只木弘美：小児科医に求められる小児アトピー性皮膚炎の治療戦略．Type 2 Forum in 

Yokohama，横浜，2024，5． 

 

只木弘美：小児のアトピー性皮膚炎を考える～デュピクセントがもたらした新しい治療戦

略～．アトピー性皮膚炎治療を All Age で考える会 in 横浜，横浜，2024，11． 

 

只木弘美：これからのアトピー性皮膚炎治療を考える～スキンケアの重要性～．Women’s 
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Health Seminar，藤沢，2024，12． 

 

中野裕介：経皮的心房中隔欠損閉鎖術における経食道心エコー．日本心エコー図学会 e-

learning advanced 小児（WEB 講座），2024，1． 

 

中野裕介：横浜市立大学における TPVIの一例．Harmony Web Seminar（WEB 開催），2024，

1． 

 

中野裕介：複雑性心疾患ケース小児例から．第 26回エコーウインターセミナー，松本，2024，

2． 

 

中野裕介：無脾症、右側相同の術前心エコー．第 22回日本心エコー図学会秋期講習会，東

京，2024，11． 

 

成相昭吉：子どもとおとなの IPD を防ぐ新たな肺炎球菌ワクチン‐上咽頭定着を抑止する

ことの重要性‐．横浜 General Pediatrics フォーラム（第 45 回横浜感染症懇話会），横浜，

2024，2． 

 

成相昭吉：支援の必要な高齢者を守るための感染対策．安来市医療介護合同勉強会，安来，

2024，3． 

 

成相昭吉：コロナ新興後の子どもの診療に役だててきた漢方：気道感染症と心身症に“手ぶ

らで帰さない”優しい対応を目指して．大田市医師会学術講演会，大田，2024，3． 

 

成相昭吉：RS ウイルス感染症から高齢者を守る新しいワクチン‐乳幼児の実情から基本情

報を押さえてみましょう‐．島根東部地区 RSV ワクチン講演会，松江，2024，5． 

 

成相昭吉：あらためて，1 歳 6 か月児健診，3歳児健診を確認してみましょう．安来市医師

会学術講演会，安来，2024，4． 

 

成相昭吉：職場における感染症対策の実際．島根県医師会感染症対策講演会，松江，2024，

6． 

 

成相昭吉：子どもの気道感染症への優しい対応‐控えたい薬剤，効果を期待したい漢方‐．

安来市医師会学術講演会，安来，2024，7． 
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成相昭吉：この秋使用可能な COVID-19ワクチン‐あらためて感染と予防について考えてみ

ましょう‐．松江市医師会学術講演会，松江，2024，8． 

 

成相昭吉：呼吸器感染症から高齢者を守るための予防戦略‐COVID-19 も含む 4 つの呼吸器

感染症の新たな知見を踏まえて‐．COVID-19 予防 Web セミナーin 島根（WEB 開催），2024，

9． 

 

成相昭吉：コロナワクチン選択と今冬必要なインフルエンザ・マイコプラズマへの対応．安

来市医師会学術講演会，安来，2024，10． 

 

成相昭吉：妊婦への RSV ワクチン接種に期待されること‐すべての乳児を RSV 感染症から

守るための新たな戦略‐．島根県東部圏域周産期医療連絡協議会，松江，2024，11． 

 

成相昭吉：知っておきたい今冬の市中感染症‐訪問看護先で自分を守る，利用者を守る‐．

令和 6 年度島根県訪問看護ステーション協会研修会，出雲，2024，12． 

 

西村謙一，萬木文佳，大原亜沙実，服部成良，野澤 智，伊藤秀一：当科における小児期発

症ぶどう膜炎患者と眼科小児科連携カンファレンスの取り組み．第 53 回横浜リウマチフォ

ーラム，横浜，2024，3． 

 

西村謙一：寛解達成後にカナキヌマブを減量された全身型若年性特発性関節炎患者の実態．

TeMPRA 2024，横浜，2024，9． 

 

西村謙一，水田麻雄，江波戸孝輔：Discussion1 全身型若年性特発性関節炎．JISESAI の会

(JIA Seminar for Young Pediatric Rheumatologists)2024（WEB 開催），2024，12． 

 

西山邦幸：日常診療でみる内分泌疾患．第 54 回横浜市南西部小児疾患研究会，横浜，2024，

6． 

 

沼沢慶太，北尾牧子，志賀健太郎：当院で診断された小児 1 型糖尿病 148 症例の年齢別の C

ペプチドの推移．第 57 回日本小児内分泌学会学術集会，横浜，2024，10． 

 

服部成良：小児結核の基礎知識と BCG ワクチン．BCG ワクチン研修会（WEB 開催），2024，

11． 

 

原 良紀：ハンズオンセミナー（小児関節エコー）．Rheumatoid arthritis Imaging Star 
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Seminar in Tokyo，東京，2024，3． 

 

原 良紀：ハンズオンセミナー（小児関節エコー）．日本小児リウマチ学会学術集会，京都，

2024，10． 

 

鉾碕竜範：過去 5 年間の学校心電図検診を振り返る．令和 5 年度横浜市学校心臓検診判定

委員会，横浜，2024，3． 

 

星 颯太：不全型川崎病に合併した心筋炎の１例．令和６年度第１回小田原小児科医会症例

検討会，小田原，2024，9． 

 

本井宏尚：小児薬剤抵抗性てんかんの治療戦略．横浜市小児科医会研修会，横浜，2024，7． 

 

本井宏尚：～Dravet 症候群における適切な抗てんかん薬併用を考える～．日本新薬 フェ

ンフルラミン座談会，横浜，2024，9． 

 

本井宏尚：当院における Lennox-Gastaut症候群に対するフェンフルラミンの治療経験．難

治性てんかんを考える会，横浜，2024，10． 

 

山﨑雅明，佐々木恵吾，小笹浩二，咲間裕之，菊池信行：胃腸炎罹患後に無尿を伴う急性腎

障害に至った 1 例．第 129 回横浜市東部小児科医会，横浜，2024，3． 

 

横須賀とも子：AYA 世代のがんと在宅医療～10 代のこどもたちを中心に～．神奈川県医師会

在宅医療トレーニングセンター研修会（WEB 開催），2024，7． 

 

脇口宏行，西村謙一，江波戸孝輔：症例検討 関節型若年性特発性関節炎．小児リウマチ研

修会 2024，横浜，2024，6． 

 

渡辺重朗：WPW 症候群 -右側副伝導路-．第 17 回静岡小児不整脈セミナー，静岡，2024，9． 

 

渡辺好宏：当科におけるレノックス・ガストー症候群の診療について．日本新薬社内研修会，

横浜，2024，8． 
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【市民講座】 

 

青木理加：子どもの病気や事故への対応について．開成町ファミリーサホートセンター事業

まかせて会員向け研修会，開成，2024，6． 

 

青木理加：乳幼児の病気への対応．開成町駅前子育て支援センターあじさいっこ，開成，

2024，10． 

 

青木理加：子どもの病気や事故への対応について．開成町ファミリーサホートセンター事業

まかせて会員向け研修会，開成，2024，11． 

 

市川泰広：子どもの発熱．済生会横浜市東部病院市民公開講座，横浜，2024，12． 

 

佐藤睦美，白圡牧子：てんかん当事者と親・きょうだいのためのパープルサロン（日本てん

かん協会神奈川県支部）．小田原，2024，9． 

 

志賀健太郎：こども医療講話 小児の事故とその予防について．MINAMI こども Q(救)Q(急)

講演＆メディカルコンサート，横浜，2024，9． 

 

只木弘美：食物アレルギーの最新の知識～保育現場での対応～．全国病児・病後児保育協議

会研修会，横浜，2024，9． 

 

成相昭吉：“学校にいけない子どもたち”をささやかであっても支えたい：安来市医師会診

療所小児科での“かかわり”の実際．第 1 回安来市医師会診療所“ぽかぽかセミナー”，安

来，2024，8． 

 

成相昭吉：今年話題になった感染症と感染予防策．出雲市建築組合協会研修会，出雲，2024，

9． 

 

成相昭吉：6 か月齢以上の子どもたちに 10 月からインフルエンザワクチンを接種しましょ

う：ご存じでしたか？コロナ前，子どもの死因第 4 位がインフルエンザだったことを．第 2

回安来市医師会診療所“ぽかぽかセミナー”，安来，2024，9． 

 

成相昭吉：かぜシーズン到来！子どもの“かぜ”と「かぜ薬」の真実：知っておきたい“か

ぜの自然歴”と「安全で有効な漢方薬」の選択．第 3 回安来市医師会診療所“ぽかぽかセミ
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ナー”，安来，2024，11． 

 

鉾碕竜範：保育園での急病で困ったら…横浜市の小児救急医療システムと病気のお話．横浜

市泉区保育園医部会講演会，横浜，2024，10． 

 

本井宏尚：小児てんかんの基本と発作時の対応 てんかん診療 uptodate．令和 5年度 KISTEC

先端科学技術セミナー，川崎，2024，2． 

 

矢内貴憲：データベース研究の実際と実例‐臨床医の視点から．JMDC Education Festival 

2024 夏 “一緒に学ぼう！ 医療データの世界”オンラインセミナー（WEB 開催），2024，

8. 

 

渡辺好宏：重症心身障がい児者の原因となる疾患・状態像の理解と対応．令和 6年度神奈川

県小児訪問看護・重症心身障がい児者看護研究会，横浜，2024，9． 

 

 

【取材協力】 

 

清水博之：藤沢市広報番組 ハミング藤沢 いきいき健康．レディオ湘南，2024，6，18． 

 

清水博之：手足口病が流行中 ヘルパンギーナ、咽頭結膜熱も 新型コロナが影響か 子ども

の夏風邪 特徴は？…アルコール消毒は効きにくい．Yomidr.ヨミドクター 知りたい！ 

医療・健康・介護のニュース・解説，読売新聞社の医療・健康・介護サイト，2024，7，10．

https://yomidr.yomiuri.co.jp/article/20240709-OYTET50017/ 

 

清水博之：マイコプラズマ肺炎の患者増 学校再開後に感染拡大の懸念は？一部の人には薬

剤耐性でマクロライド系抗菌薬効かず．Yomidr.ヨミドクター 知りたい！ 医療・健康・

介護のニュース・解説，読売新聞社の医療・健康・介護サイト，2024，8，27．https://  

www.yomiuri.co.jp/yomidr/article/20240826-OYTET50011/ 
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【報告書】 

 

北村勝彦（共同編者），吉村幸浩；横浜市感染症動向調査委員会：横浜市感染症動向調査事

業概要 2023 年（令和 5 年）．横浜市医療局健康安全部健康安全課 横浜市医療局衛生研究

所，2024．URL: https://www.city.yokohama.lg.jp/kenko-iryo-fukushi/kenko-iryo/eiken/ 

 

北村勝彦（共同編者），横浜市感染症動向調査委員会：横浜市感染症動向調査事業概要

2024 年（令和 6 年）．2024． 

 

田中文子，種市尋宙，小松充孝，杉浦至郎，西内律雄，神薗淳司，伊藤英介，祝原賢幸，江

口真理子，江原 朗，大山昇一，鈴木 博，田代克弥，田中藤樹，土井庄三郎，林 泉彦，

坂東由紀，渡部誠一，伊藤秀一，竹島泰弘，平山雅浩：日本小児科学会小児医療提供体制委

員会報告．COVID-19 流行前後における小児医療の変化に関する調査．日本小児科学会雑誌，

128(12)：1576‐1584，2024． 

 

【座長・代表世話人】 

 

佐近琢磨：（開会挨拶）（一般演題）（特別講演）座長/当番世話人．第19回神奈川県川崎病研

究会，横浜，2024，2． 

 

清水博之：座長．第 15 回予防接種に対する研究報告会，東京，2024，2． 

 

清水博之：大会長／座長（特別講演）．第33回神奈川県臨床検査医学会大会，横浜，2024，6． 

 

清水博之：パネリスト．RSV Expert Web Seminar in Kanagawa（WEB開催），2024，7． 

 

只木弘美：座長．第 61 回日本小児アレルギー学会，名古屋，2024，11． 

 

只木弘美：当番世話人．第 78 回横浜市アレルギー懇話会，横浜，2024，11． 

 

只木弘美：座長．こどものアレルギーと向き合う～舌下免疫療法とアトピー性皮膚炎～，横

浜，2024，12． 

 

西澤 崇：代表世話人．第 46 回横浜 General Pediatric フォーラム，横浜，2024，2． 


